
第１０回福島県「県民健康管理調査」検討委員会 次第 

 

日 時：平成 25 年 2 月 13 日(水)10：30～12:30 

場 所：杉妻会館 4 階「牡丹」 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 議事 

  (1) 基本調査について 

  (2) 詳細調査について 

      ① 甲状腺検査 

      ② 健康診査 

      ③ こころの健康度・生活習慣に関する調査 

      ④ 妊産婦に関する調査 

  (3) その他 

 

 

３ 閉会 
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 配付資料一覧 

 

□ 次第 

□ 「県民健康管理調査」検討委員会設置要綱・検討委員名簿 

□ 第 10 回福島県「県民健康管理調査」検討委員会 出席者名簿 

□ 第 10 回福島県「県民健康管理調査」検討委員会 座席表 
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資料５：平成 24 年度「妊産婦に関する調査」実施状況について 
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「県民健康管理調査」検討委員会設置要綱

（設置）

第１条 福島第一原子力発電所事故による県内の放射能汚染を踏まえ、福島県が、県

民の健康不安の解消や将来にわたる健康管理の推進等を図ることを目的として実施

する「県民健康管理調査」（以下、「調査」という。）に関し、専門的見地から広く助

言等を得るために、「県民健康管理調査」検討委員会（以下、「委員会」という。）を

設置する。

（所掌事項）

第２条 委員会は、前条の目的を達成するため、次の事項を所掌する。

(1) 調査の実施方法等の検討に関すること。

(2) 調査の進捗管理及び評価に関すること。

(3) その他、調査の実施に必要な事項に関すること。

（組織）

第３条 委員会は、知事が指名する有識者により構成する。

２ 委員会の座長は知事が指名し、座長は委員会の会務を総理する。

３ 委員会に座長代行を置き、座長がこれを指名する。

（運営）

第４条 委員会は、座長が招集する。

２ 座長は、必要があると認めるときは、委員会の会議に委員以外の者の出席を求め、

その意見を聴取することができる。

３ 委員は、やむを得ない理由により会議に出席できない場合は、代理人を出席させ

ることができる。

（部会）

第５条 専門的な事項について検討するため、部会を設置することができる。部会の

設置に必要な事項については 知事が別に定める。

（事務局）

第６条 委員会の庶務を処理するため、福島県保健福祉部健康衛生総室に委員会の事

務局を置く。

（その他）

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、知事が別

に定める。

附 則 この要綱は、平成２３年５月１９日から施行する。



福島県「県民健康管理調査」検討委員会委員名簿 

平成24年11月9日 

○ 委  員                          （五十音順、敬称略） 

氏   名 現           職 

明 石  真 言 独立行政法人放射線医学総合研究所理事 

阿 部  正 文 
公立大学法人福島県立医科大学理事兼副学長 

（医学部病理病態診断学講座主任（教授）） 

井 坂    晶 双葉郡医師会長 

春 日  文 子 
日本学術会議副会長 

（国立医薬品食品衛生研究所安全情報部長） 

神 谷  研 二 

国立大学法人広島大学原爆放射線医科学研究所長・教授 

（公立大学法人福島県立医科大学副学長） 

（福島県放射線健康リスク管理アドバイザー） 

児 玉  和 紀 公益財団法人放射線影響研究所主席研究員 

佐 藤  敏 信 環境省環境保健部長 

成 井  香 苗 福島県臨床心理士会副会長 

星    北 斗 社団法人福島県医師会常任理事   

安 村  誠 司 
公立大学法人福島県立医科大学医学部 

公衆衛生学講座主任（教授） 

山 下  俊 一 
公立大学法人福島県立医科大学副学長 

（福島県放射線健康リスク管理アドバイザー） 
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県 民 健 康 管 理 （ 全 県 民 対 象 ） 

基本調査 

健康状態を把握 

対象者：平成23年3月11日時点での県内居住者 

方 法：自記式質問票 

内 容：３月11日以降の行動記録 

    （被ばく線量の推計評価） 

 

内 容：甲状腺超音波検査    
※3年程度で対象者全員の現状を把握し、その後は定期的に検査 

甲状腺検査(18歳以下の全県民(県外避難者含む)に順次実施） 

    
対象者：避難区域等以外の住民 

内 容：一般健診項目  
  

職場での健診や市町村が行う住民健診、

がん検診等を定期的に受診することが、

疾病の早期発見・早期治療につながる。 

既存健診の対象外の県民への健診実施 

対象者：避難区域等の住民 及び 基本調査の結果必要と認められた方 

内 容：一般健診項目＋白血球分画等 

詳細調査 

データベース構築 

◆県民の長期にわたる健康管理と治療に活用 

◆健康管理をとおして得られた知見を次世代 

 に活用 

継続して管理 

☆健康調査や検査の結果を 

 個々人が記録・保管 

☆放射線に関する知識の普及 

  フォロー 
・ホールボディカウンター 

・個人線量計 

線量を把握（基礎データ） 

健康診査（既存の健診を活用） 

相談・支援 治 療 

県民健康管理ファイル 

妊産婦に関する調査 

こころの健康度・生活習慣に関する調査（避難区域等の住民へ質問紙調査） 

23年度：22年8月1日～23年7月31日の母子健康手帳交付者へ質問紙調査 

24年度：23年8月1日～24年7月31日の母子健康手帳交付者へ質問紙調査 



甲状腺検査 

      生体試料の保存 ［甲状腺検査 ２次検査と連動］ 

【避難区域等住民：２１万人】 一般健診項目＋白血球分画等 
（対象者区分：就学前乳幼児・小学生～中学生・高校生～成人） ※既存の特定健診を活用して実施 

２３年度 ３２年度以降 

  データベース運用 

 ホールボディカウンターによる内部被ばく検査 

  個人線量計の活用 

基本調査 

 【震災時概ね１８歳以下 ３６万人】 
 ２３～２５年度 先行検査 

 ２６年度～   
  対象者が２０歳になるまでは２年ごと、２０歳以降は５年ごとに継続して実施    

健康診査 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７ ２８ ３０ ３１ ２９ 

【避難区域等以外住民】 特定健診等の受診を勧奨 
 これまで健診受診機会がなかった方（１９～３９歳：１９万人）に対して、受診機会の付与 

    【避難区域等住民：２１万人】 

     質問紙調査 (24年度一部面接調査) 

データベース構築 

：各種調査、検査、測定結果のデータベースへの蓄積（随時実施） 分析結果は、適宜公表。 

詳細調査 

基本調査 

※追跡調査の実施について検討 

   がん登録データの活用（調査データベースとの連動） 

こころの健康
度・生活習慣
に関する調査 

妊産婦に 
関する調査 

県民健康管理ファイル 

               【震災後妊産婦】 

                 質問紙調査 

※追跡調査の実施について検討 

【震災時妊産

婦】質問紙調査 

 福島県県民健康管理 スケジュール   平成２３年度～３２年度（３３年度以降も継続） 


